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�　７月２６日の３クラブ合同ガバナー公式訪問

のホストクラブとして、例会が会員皆様のご

協力で無事終了する事が出来ました。特に親

睦委員会の皆様ありがとうございました。ま

た、翌朝早くからの会員の皆様のあんどんの

準備もありがとうございました。ガバナーも

感動して帰りました。

�　７月２７日に第２回定例理事会を開催し次の

事を承認致しました。

　①　鈴木会員、佐藤（寛）会員より出席免除解

除の申請があり、８月９日の例会より解除

の承認を致しました。また、武井会員から

定款第８条第３節�項の出席免除を解除し

改めて同条同節�項の規定により８月９日

より出席免除を適用する事を承認しました。

　②　前年度の決算を承認致しました。

　③　８月例会プログラムを承認致しました。

�　例会終了後あんどんパレードです。事故が

ないようにお願いします。

１）次回８月２日の例会は本日のあんどん例会

の振替にて休会です。

２）８月例会プログラムが定例理事会にて承認

されましたので、７月２８日付で皆様へ送付致

しました。

例会及び日時変更

・・赤平ＲＣ　　８月８日例会場を日源寺。

　　　　　　　８月２２日夜間例会。

・・芦別ＲＣ　　８月３日納涼夜間例会。

　　　　　　　８月２４日例会場を永昌寺。
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�����　　　　　　　　　　　高田委員長

（前回のつづき）

　南アジアを襲ったあの壊滅的な津波の後、世

界中からロータリアンが救援に駆けつけました。

彼らが直ちに救援作業に取り掛かることができ

たのは、被災者である朋友ロータリアンたちに

協力したからです。現地のロータリアンは、

ニーズや取り組みの方策を正確に把握していた

だけでなく、政府を介さずに段取りを付けるこ

とのできる人物を知っていました。他の団体か

らの救援隊員が遠くのホテルに宿泊して、毎朝

飛行機で被災地へ赴いていたのに対し、ロータ

リアンは被災者たちと共に滞在しました。数カ

月前、ローナと共に被災地を訪れましたが、一

瞬にして奪い去られた住宅や生計そのものが建

て直されていました。そして、ニュースを追う

報道陣が姿を消した現在も、ロータリアンはま

だ現地に残っています。

 

　タイでは、津波で冠水した図書館の教育セン

ターが改装されていました。このセンターでは、

ロータリーによって寄贈された１０台のパソコン

を活用して、青少年にコンピューター技術を教

えています。

　フィリピンでは、自閉症の子供たちのための

学校を見ました。その市内においてこのような

ニーズを適える初の学校を、ロータリアンが建

てたのです。

　どこの地域社会にもニーズはありますが、

ロータリアンはそれらのニーズを特定し、必要

な支援源を集め、ニーズに取り組みます。血液

バンクや小学３年生のための辞書、１０代の若者

を対象とした指導力養成コースなど、ロータリ

アンは様々なニーズに立ち向かいます。

（田中毅ＰＤＧ作「ロータリーの源流」より引用）
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